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　洞爺湖有珠山ジオパークは、北海道南西部の胆振地域にあり、伊達市、豊浦町、壮瞥町、洞爺湖町の全域が

そのエリアに含まれています。当地域では、SDGs（エス・ディー・ジーズ、Sustainable Development

Goals：持続可能な開発目標）と関係する以下の目標に対応するプログラムを実施しています。「目標4：質の

高い教育をみんなに」には、ESD（持続可能な開発のための教育）の推進が、また「目標11：住み続けられる

まちづくりを」には、自然災害における被災者の削減や、総合的な地域減災の実施等の内容が含まれていま

す。火山マイスターは、散策路を歩きながら噴火口や災害遺構を観察する現地学習のガイドに加えて、噴火災

害や避難生活などを伝える座学の講師も行っています。また、専用の野外学習テキスト、ハザードマップ（火

山防災マップ）、火山の噴火を理解する実験装置などを利用して、火山活動や災害を、分かりやすく伝える活

動に心がけています。 

　この他に、対象を限定して次の取り組みを実施しています。「目標10：人や国の不平等をなくそう」に

は、年齢、性別、障がい、民族間における不平等の解消が含まれますが、当地域では特にアイヌ民族の文化を

紹介する活動に取り組んでいます。「目標15：陸の豊かさも守ろう」には、生物多様性、生態系の保全及び持

続可能な利用を進める内容が含まれますが、当地域では有珠山の生態系を学ぶ学習の実施や、多機関と連携し

た保全、環境教育に取り組んでいます。また、「目標17：パートナーシップで目標を達成しよう」には、国際

連携や多様な関係者との連携により、問題解決を図る項目が含まれますが、当地域ではジオパークの国際活動

や、地域内の分野、業種を越えた連携体制作りに取り組んでいます。これらの取り組みについては、より多く

の人が利用できるよう、今後さらに内容の充実をはかります。 

　ジオパークは、地球の活動に係わるさまざまな魅力を楽しむ場所であると同時に、持続可能な社会のあり方

を、自然災害などの具体的な事例を通して考えることができる場所です。洞爺湖有珠山ジオパークは、噴火を

繰り返す火山との共生をめざし、減災教育の実践が続けられてきた地域です。ユネスコ世界ジオパークとし

て、今後も地域内における教育の充実はもちろん、国内、海外に向けた情報発信と、受け入れ態勢の整備を進

めます。この発表では、そのための具体的な戦略を紹介します。
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